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治療薬や抗菌薬含有軟膏，創傷被覆材，陰圧閉鎖療法，デブリ
ードマンを適宜使い分ける．消毒液は明らかな感染のある場合
以外，原則的に使用しない．

8．人工皮膚炎　factitial dermatitis

同義語：自傷性皮膚炎（dermatitis artefacta） 

症状
紅斑，びらん，壊疽，潰瘍などが突然発生する．手の届く範

表 13.4　褥瘡経過評価スケール：DESIGN-R®（日本褥瘡学会，2013／日本褥瘡学会ホームページから一部引用）

Depth　深さ　創内の一番深い部分で評価し，改善に伴い創底が浅くなった場合，これと相応の深さとして評価する

d

0 皮膚損傷・発赤なし

D

3 皮下組織までの損傷
4 皮下組織を越える損傷

1 持続する発赤
5 関節腔，体腔に至る損傷

2 真皮までの損傷 U 深さ判定が不能の場合

Exudate　滲出液

e

0 なし
E 6 多量：1日 2回以上のドレッシング交換を要する1 少量：毎日のドレッシング交換を要しない

3 中等量：1日 1回のドレッシング交換を要する

Size　大きさ　皮膚損傷範囲を測定：〔長径（cm）×長径と直交する最大径（cm）〕

s

0 皮膚損傷なし

S 15 100以上

3 4未満
6 4以上　16未満
8 16以上　36未満
9 36以上　64未満
12 64以上　100未満

Inflammation/Infection　炎症／感染

i
0 局所の炎症徴候なし

I
3 局所の明らかな感染徴候あり（炎症徴候，膿，悪臭など）

1 局所の炎症徴候あり（創周囲の発赤，腫脹，熱感，疼痛） 9 全身的影響あり（発熱など）

Granulation　肉芽組織

g

0 治癒あるいは創が浅いため肉芽形成の評価ができない
G

4 良性肉芽が，創面の 10％以上 50％未満を占める
1 良性肉芽が創面の 90％以上を占める 5 良性肉芽が，創面の 10％未満を占める
3 良性肉芽が創面の 50％以上 90％未満を占める 6 良性肉芽がまったく形成されていない

Necrotic tissue　壊死組織　混在している場合は全体的に多い病態をもって評価する

n 0 壊死組織なし N
3 柔らかい壊死組織あり
6 硬く厚い密着した壊死組織あり

Pocket　ポケット　毎回同じ体位で，ポケット全周（潰瘍面も含め）［長径（cm）×短径（cm）］から潰瘍の大きさを差し引いたもの

p 0 ポケットなし P

6 4未満
9 4以上 16未満
12 16以上 36未満
24 36以上

DESIGN®の改訂版．評価項目である深さ（D），滲出液（E），大きさ（S），炎症および感染（I），肉芽組織（G），壊死組織（N）をつなげて命
名された褥瘡の評価スケールである．深さ以外の点数を合計し（66点満点）重症度を判定する．褥瘡治療においてポケット（P）の有無は大き
な要因となるので，ポケットがある場合「P」の項目も評価する．

図 13.12　褥瘡（pressure ulcer，decubitus）
DESIGN-R®で判定すると，この症例は D3-e3s8i1G5N6

P9：32点となる．

https://www.derm-hokudai.jp/textbook-md
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囲（四肢，胸部，顔面）に多く，右利きの患者には左側に多発
する．爪，刃物，薬物などが用いられ，それに応じてさまざま
な皮疹を示す．

病因・診断
精神的ストレス，神経症，うつ病，精神遅滞，統合失調症な

どを背景に，自らの皮膚，毛，爪，粘膜を自ら傷つけることで
生じる人工的病変である．ほとんどの患者が自傷行為をしてい
ることを否定する．本症の特殊型として，トリコチロマニア

（trichotillomania，19 章 p.371 参照）や爪甲損傷癖（onychotillo-
mania，habit-tic deformity）といったものが存在する．また，
あかつき病（akatsuki disease，図 13.13）や臍

さい

石
せき

（navel stone，
図 13.14），バガボンド病（vagabond’s disease）などが類似疾
患としてあり，これは，その部位を洗わない状態が長期間続い
たために生じた皮膚の状態である．

治療
皮膚病変に対し適切な治療を行う．精神神経科医と相談しな

がら解決をはかることが必要な場合が多いが，患者の同意を得
られないことが多い．

日光や，それに含まれる紫外線曝露により皮膚にはさまざま
な変化が生じうる．これを光線性皮膚疾患と総称する．このな
かには，光線のみによって誰にでも生じうる日光皮膚炎（いわ
ゆる “ 日焼け ”）や光老化などが含まれる．一方，何らかの内的・
外的因子が加わり，健常人では反応を起こさない光線量で異常
な皮膚反応を示すことがあり，これを光線過敏症（photosensi-
tivity）という．

光線性皮膚疾患　photodermatosis

図 13.14　臍石（navel stone）
いわゆる “おへその石 ”．患者は臍部の黒い腫瘍を主
訴に受診．ひっぱると “あか ”（角質塊による臍石）
が除去された．臍を洗ってはいけないという両親から
の教えを長年強く守ってきたことによって生じた例．

suntan と sunburn

図 13.13　あかつき病（akatsuki disease）
20歳代女性．乳頭部に湿疹が生じることを恐がって
長期間ほとんど洗わなかったために著明に角質が堆
積した．

ミュンヒハウゼン症候群
（Münchhausen syndrome）

Trigeminal trophic syndrome




